











氏  名  （本  籍）           田 中 秀 毅 （ 青森県 ） 
学  位  の  種  類           博  士（言語学） 
学  位  記  番  号           博  乙  第 2695 号 
学 位 授 与 年 月 日          平成２６年 ６月３０日 
学 位 授 与 の 要 件          学位規則第４条第２項該当 
審  査  研  究  科           人文社会科学研究科 
学 位 論 文 題 目            英語と日本語における数量表現と関係節の解釈に 
                  関する記述的・理論的研究 
 
主                査         筑波大学 教授    博士（言語学）   加 賀 信 広 
副                査     筑波大学 教授   文学博士        廣 瀬 幸 生 
副                査     筑波大学 准教授 博士（言語学）   島 田 雅 晴 
















（two of the booksなど）、I部分構造（two pages of the bookなど）、T部分構造（two copies of the book
など）と呼ばれる。これらの部分関係を意味的に区別すべき理由として、①部分構造の類似表現に A 
out of B形式があるが、この形式はM部分構造と交替するが、T部分構造とは交替しないこと、②第
2名詞句にモノ名詞を含む部分構造（two of these apples）はM部分構造と T部分構造で曖昧になる










詞なら I部分関係の解釈になり（‘花子はその本を 10ページ読んだ’）、個体数量詞なら T部分関係の
解釈になる（‘花子はその本を 5冊買った’）という観察が示される。日本語では、T部分関係を部分
構造で表すことができないため、T 部分関係はもっぱら数量詞遊離文によって表されることになる。
なお、‘花子はその饅頭を 2 個食べた’のような文で得られる（と主張されてきた）M 部分関係の解
釈は、実は T部分関係の解釈から語用論的に推論されたもので、キャンセル可能であると主張する。 













T部分構造の類別詞（the book that Mary bought two (copies) of）では省略が可能であるが、I部分




















































平成 26年 4月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第１０条（２）に該当することから免除し、審議
の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
